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アクションプラン後期編 

平成２７年度取組予定

平成２７年度の事業費等 

１ 事業費 

                          （単位：百万円） 

項 目 
期間中の 

総事業費 

H27 年度
予算額 

累計額 

(H24～27)
執行率

(%) 
１ 安全でおいしい水の供給 925 76 1,789 193.4 

２ 信頼性の高い水道システムの確立 29,802 6,099 23,528 78.9 

３ 災害に強い水道づくり 1,451 352 1,131 77.9 

４ お客様の満足に応える水道づくり 2,216 1,029 2,456 110.8 

５ 行財政改革の推進等による経営基盤強化 41 6 23 56.1 

６ 資源循環型の水道システムの構築 478 77 596 124.7 

合 計 34,913 7,639 29,523 84.6 

※ 累計額及び執行率は、H24 年度及び H25 決算額、H26 年度及び H27 年度予
算額の合計で算出しています。 

２ 「５ 行財政改革の推進等による経営基盤強化」による効果額 

項目 H28 年度目標 H27 年度目標 備考 

経費節減額 ▲704百万円 ▲586 百万円 H23年度との単年度比較 

事務事業、組織機構の見直し ▲370百万円 ▲320 百万円

支払利息 ▲218百万円 ▲189 百万円

職員数の目標 345(▲15)人 350(▲10)人

企業債残高 255(▲53)億円 265(▲43)億円
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平成２７年度の主要施策の取組予定 

☆ 水道施設・管路の計画的 

更新及び耐震化  

◎ 水道施設の更新及び耐震化：１，６０８百万円 

需要に応じた水の安定供給を図るとともに、事故等非常時における断水・濁

水を低減させるため、老朽化した水道施設・設備を計画的に更新し、水道シ

ステムの信頼性を更に向上させます。 

併せて、地震等災害の発生時においても水が確保できるよう、水道施設の耐

震化を図ります。 

引き続き三野浄水場の薬品沈でん池を更新します（～平成２９年度） 

富山配水池の築造に着手します（～平成２８年度） 

その他、水道施設・設備を１５箇所更新します 

◎ 水道管の更新及び耐震化：４，６７５百万円 

赤水の発生や漏水及び破損事故を未然に防止し、安全で安定的な給水を確保

するため、老朽化した水道管を計画的に更新します。 

また、老朽管の更新に併せ、被害を極小化させ早期の給水復旧を図るため、

水道管路の耐震化を推進します。 

老朽管を３５ｋｍ更新します 

水道管の耐震化率を１．４ポイント向上させます 《累計耐震化率 １３．６％》 

信頼性の高い水道システムの確立 

災害に強い水道づくり 

施工中の三野浄水場薬品沈でん池工事 配水池の工事（矢原第２配水池）の様子 
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☆ サービス拠点の整備 

◎ 本局新庁舎の建設：６１６百万円 

老朽化が進み耐震性にも課題のある水道局本局庁舎について、災害時の拠点

として信頼性の高く、持続可能で開かれた庁舎へと建て替えを行います。 

本局庁舎の建設工事に着手します（～平成２９年度） 

水道管の更新工事 

お客様の満足に応える水道づくり 

災害に強い水道づくり 

衝撃を吸収しつつロックリングで抜け出し防止 

新庁舎のイメージ 

☆耐震管の構造☆ 

通常の状態 ⇒ 

地震の揺れ 
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≪その他主な取組予定≫ 

◎ 水道水源の保全：６百万円 

旭川水源地域の鏡野町・新庄村で水源林の保 

育・整備を行い、清浄・豊富な水源の維持に 

努めます。また、鏡野町での水源林事業実施 

５０周年を迎えることから、記念交流イベン 

トを実施します。 

間伐を５ｈａ、枝打を４ｈａ実施します 

５０周年記念イベントを行います 

◎ 鉛製給水管の解消：３０百万円 

水質の安全性確保及び漏水を防止するため、公道部分の鉛製給水管の解消事業

を推進します。 

鉛製給水管解消率を３．４ポイント向上させます 《累計解消率 ９８．１％》 

◎ 応急復旧・給水体制の整備：３百万円 

大規模災害時等の非常時においても迅速に給

水を確保するため、他の事業体等と連携した

防災訓練を実施するほか、応急給水スタンド

等の必要備品の整備、緊急時の水道施設の稼

働に必要なエネルギーの確保体制の充実など、

応急復旧・給水体制を強化します。 

防災訓練を年３回実施します

応急給水スタンドを１７基追加整備します 

◎ おかやまの水のおいしさ、 

大切さを伝えるＰＲ活動：１１百万円 

水道の重要性や水の大切さについて理解を深めていただくため、引き続き登録

水源地域での市民の方との交流イベント 

安全でおいしい水の供給 

安全でおいしい水の供給 

災害に強い水道づくり 

「緊急時燃料供給協力事業者登録制度」 

お客様の満足に応える水道づくり 

災害等発生時に、水道施設の継続稼働

に必要な燃料の供給について、一般事

業者の方に協力をお願いする制度
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有形文化財に指定されている水道記念館を活用し、各種イベントや啓発活動を

行います。 

また、水道水のおいしさや安全性を知っていただくため、岡山駅に設置したウ

ォーターステーションでの飲用水の提供、広報紙・局ホームページでの広報な

ど、各種ＰＲ活動を行います。 

イベント来場者数３，５００人、ホームページアクセス数７９，０００件を目指します

◎ 行財政改革の推進 

よりスリムで効率的な事業運営を目指し、組織及び事務事業の見直しを行いま

す。併せて、将来の財政負担の削減及び財政基盤の強化を図るため、引き続き

企業債残高及び支払利息の削減を行います。 

事務事業等の見直しにより３２０百万円の経費を削減します 

企業債支払利息を１８９百万円削減します 

企業債残高を４３億円削減します。（企業債残高２６５億円） 

※ 上記目標数値は、計画策定時との比較 

◎ 漏水防止事業の推進：７５百万円 

水資源を有効に利用するため、引き続き予防対策に重点を置いた漏水防止事業

を実施します。 

有収率を０．２ポイント向上させます 

イベントの様子① イベントの様子② 

行財政改革の推進等による経営基盤強化

資源循環型の水道システムの構築

「ゆるぎない安心と

信頼の追求」を目指し

計画的に実施します。
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目標値 実績値

間伐実施面積 5ha 0ha 除伐、作業路補修を実施

枝打実施面積 4ha 4.4ha 計画通り実施できている

ダム湖状況の把握回数
5回/週

5回/週 5回/週 計画通り実施できている

水源の水質検査実施
回数
2回/年

2回/年 2回/年 計画通り実施できている

粒状活性炭の調査研究 研究結果の報告 調査・研究 調査・研究 計画通り実施できている

旭東浄水場
活性炭注入設備工事

かび臭からみたおいし
い水達成率
70%

65% 65% 上記粒状活性炭の調査研究完了
後、工事施工となる

水質監視局の設置 設置箇所数
22箇所

16箇所 12箇所 残塩Webシステムの活用を前提に
計画を見直し、13箇所とする。

残塩WEBシステムの確立 検査測定箇所数
427箇所

427箇所 521箇所 必要な測定箇所を見直し、94箇所
を追加

追塩設備の設置 設置箇所数
27箇所

23箇所 18箇所 残塩Webシステムの活用を前提に
計画を見直し、18箇所とする。

残留塩素復活装置の設
置

設置箇所数
11箇所

2箇所 2箇所 残塩Webシステムの活用を前提に
計画を見直し、2箇所とする。

大内浄水場
生物処理調査・研究

研究結果の報告

水源林事業の継続
実施

水源林事業
（鏡野町、新庄村）

水源水質の保全 河川水質状況の把握

カビ臭対策の実施

水道水源の保
全

浄水処理のレ
ベルアップ

安全でおい
しい水の供
給

残留塩素の低減化

浄水処理方法の調
査・研究

アクションプラン後期編　平成25年度取組実績一覧

平成25年度の成果内容成果指標名
（最終年度の目標）

構　成　事　業事　業　名主要施策
アクア
プラン
6本柱

取　組　実　績　の　詳　細

「実績値」に網掛けがある事業は、目標を達成、または事業を完了したもの
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目標値 実績値

平成25年度の成果内容成果指標名
（最終年度の目標）

構　成　事　業事　業　名主要施策
アクア
プラン
6本柱

取　組　実　績　の　詳　細

川口浄水場
上向性ろ過処理調査・研
究

研究結果の報告 研究結果の
報告

研究中 通水試験を実施

水質検査機器の整
備(水質監視システ
ムの拡大)

水質検査機器の更新 機器の更新率
100%

42.5% 29.7% 倉敷市水道局、岡山県広域企業
団との3者で締結した水質検査機
器の協定等の効果により、機器の
有効利用を図ることができている。

水道GLPの継続認
証(水道GLPの取
得）

水道GLPの継続 水道GLPの更新 認証
継続

認証
継続

計画通り実施できている

パンフレット等による周知
広報

給水装置管理責任認
知率
100%

80.0% 43.1% 水道フェアでのパンフレット配布、
局ホームページ、アクア通信への
掲載による市民PRを行ったが、目
標を達成できなかった。

貯水槽水道維持管
理の啓発（貯水槽
水道維持管理の啓
発及び巡回点検
サービスの強化）

貯水槽水道維持管理の
啓発

貯水槽管理責任認知
率
90%

60.0% 65.7% 引続き市民へのPRを行っていく。

直結給水の推進 新規直結給水届出件
数

55件 97件 申請件数自体の増加や窓口での
PR効果等により大幅な増となった。

直結給水方式への切替え
促進

切替件数 14件 13件 窓口協議での積極的なＰＲを継続
する。

鉛製給水管の
早期解消

鉛製給水管解消事
業の推進

鉛製給水管の解消
（第2期解消計画）

鉛製給水管解消率
100%

90.2% 88.5% 解消に向けて事業の推進を継続
する。

旭東浄水場配水制御シス
テム更新

システムの更新状況 完了 完了 計画通り実施できている

半田山配水池調整弁更
新

影響世帯数 165,000
世帯

165,000
世帯

設計測量業務の委託

効率的な水運用

給水装置の管理に
対する広報の推進

水質検査・管理
体制の充実

給水装置等の
適正な維持管
理に向けて

信頼性の高
い水道シス
テムの確立

直結給水システムの
拡大

運用・管理機能
の強化
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目標値 実績値

平成25年度の成果内容成果指標名
（最終年度の目標）

構　成　事　業事　業　名主要施策
アクア
プラン
6本柱

取　組　実　績　の　詳　細

御津地区水源調査 揚水可能量
6,800 

6,800 4,200 調査診断業務の実施

御津地区基幹施設整備
　・矢原第2配水池

更新状況 実施 継続実施 平成26年度完工予定

三野浄水場薬品沈殿池
施設更新及び着水井築
造

三野浄水場耐震施設
数
5箇所

4箇所 4箇所 （完工予定年度ではない）

瀬戸地区基幹施設整備
　大内-マンガン処理施設

大内浄水場対応作業
時間
180日・人

180日・人 180日・人 （完工予定年度ではない）

建部地区基幹施設整備
　川口－表流処理施設

有人作業時間 482日・人 482日・人 （完工予定年度ではない）

老朽管の更新 更新延長
240km

133km 165km 計画を上回るペースで実施できて
いる

基幹配水管（口径400mm
以上)の更新

更新延長
15km

11km 8km 引き続き更新を着実に行っていく

配水支管（口径350mm以
下)の更新

更新延長
225km

122km 157km 計画を上回るペースで実施できて
いる

石綿管の更新 石綿管解消率
100%

96.8% 96.4% 概ね計画通り実施できている

基幹配水池の耐震化
　・操山配水池耐震補強
　　及び2池化
　・△矢原第2配水池化

配水池耐震化率
43.4%

42.7% 43.2% 計画通り実施できている

基幹加圧ポンプ場の耐震
化
　・矢坂山加圧ポンプ場

加圧ポンプ場耐震化率
30.8%

基幹浄水施設の耐震化
　・△三野薬品沈殿池

三野浄水場耐震施設
数
5箇所

4箇所 4箇所 （完工予定年度ではない）

水源の見直しによる
施設の効率的再編

施設のレベルアップ

老朽管の計画的更
新

施設の計画的耐震
化

リスク管理体制
の充実（災害被
害の未然防止）

災害に強い
水道づくり
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目標値 実績値

平成25年度の成果内容成果指標名
（最終年度の目標）

構　成　事　業事　業　名主要施策
アクア
プラン
6本柱

取　組　実　績　の　詳　細

配水管の耐震化 管路耐震化率（全体)
15.0%

10.8% 12.6% 計画を上回る数値である。今後、こ
のペースを維持していく。

△基幹配水管（口径
400mm以上)の更新及び
耐震化

基幹管路耐震化率
29.4%

27.9% 40.0% 計画を上回る数値である。今後、こ
のペースを維持していく。

医療施設等への配水管の
耐震化

浄水場から医療施設まで
の水道管耐震化実施数
3箇所

1箇所 0箇所 老朽管の更新に合わせて実施

非常用発電機更新計画
の策定

計画の策定 計画策定 策定中 設置を山浦浄水場から旭東浄水
場に変更

三野浄水場非常用発電
機整備

診断結果良判定 完了 完了 巻線更新工事の完工

配水池の２池化及
び緊急遮断弁の設
置

鳥打山配水池２池化
△操山配水池耐震補強
　 及び2池化
△矢原第2配水池
(緊急遮断弁の設置含む)

緊急時確保水量対象
人口
548,700人

541,400人 545,900人 矢原第2配水池は平成26年度完工
予定

応急復旧体制の整
備

防災訓練の実施 防災訓練の実施
3回/年

年3回 年4回 計画を上回る回数実施した。

受水系水道施設の取得
検討

取得可否の結論を出す 検討結果を
出す

未着手 平成25年度未着手

周辺市町村との連結管整
備検討

取得可否の結論を出す 検討結果を
出す

未着手 平成25年度未着手

徴収事務の効
率化

検針から収納まで
一貫した料金徴収
業務の効率化

検針・滞納整理・清算業
務等の一括委託

収納率
99.80％

99.79% 99.81% 計画通り実施できている

ITを活用する広報
（お客様に伝える広
報）

局ホームページのアクセ
ス数向上

アクセス数
80,000件

77,000件 73,888件 今後も迅速でわかりやすい情報提
供に努める

配水管網の耐震化

危機管理体制
の充実（災害発
生時の対応）

広報・広聴の充
実

お客様の満
足に応える
水道づくり

浄水場自家発電設
備の充実

受水の効果的運用
と水源間の連絡管
整備
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目標値 実績値

平成25年度の成果内容成果指標名
（最終年度の目標）

構　成　事　業事　業　名主要施策
アクア
プラン
6本柱

取　組　実　績　の　詳　細

水道フェア、岡山市水道
の日記念行事、水の実験
工作室等のイベント開催

来場者数
3,500人

3,500人 4,098人 計画を上回る集客ができている。

小学校等への出前講座 実施回数
7回

7回 6回 事業のPRを継続する。

サービス拠点の
整備

庁舎等の整備 東水道センター庁舎整備 庁舎の整備 整備 整備 概ね計画通り実施できている

事務事業の見直し
と組織・機構の整備
（時代のニーズに
あった事務事業・組
織・機構の再編整
備）

事務事業、組織・機構の
見直し

行財政効果額
370百万円

170百万円 405百万円 計画を上回るペースで実施できて
いる

職員数の適正化
（定員管理の適正
化）

職員数の目標 職員数
345人

355人 349人 計画を上回るペースで実施できて
いる

未利用土地の売却、貸付 売却件数 １件 0件 目標達成できるよう、PRに努める必
要がある

検針票裏面への広告掲
載

広告収入額 63万円 21万円 1期分のみ広告主獲得、広告主獲
得のPRに努める必要がある

水質検査業務の受託 受託金額 750万円 554万円 目標達成できるよう、PRに力を入
れる必要がある

企業債残高
255億円

284億円 274億円 計画を上回るペースで実施できて
いる

対前年度削減額 12億円 12億円 計画通り実施できている

支払利息の削減額
218百万円

130百万円 179百万円 計画を上回るペースで実施できて
いる

財政基盤の強
化

企業債残高の削減

継続的な行財
政改革

お客様が参加する
広報（子どもに伝え
る教育プログラムの
実施）

増収施策の推進
（資産の有効活用な
ど増収策の拡大）

企業債残高の削減

行財政改革
の推進等に
よる経営基
盤強化

-
 
1
1
 
-



目標値 実績値

平成25年度の成果内容成果指標名
（最終年度の目標）

構　成　事　業事　業　名主要施策
アクア
プラン
6本柱

取　組　実　績　の　詳　細

研修内容の充実
（研修体制の充実）

実務研修・一般研修の実
施

1人あたり研修時間
18.2時間

18.0時間 12.6時間 研修内容の精査による時間数の
減。今後も着実な技術の継承・人
材育成を図っていく。

国際会議、海外へ
の職員派遣（国際
会議、海外派遣等
の推進）

国際協力機構（ＪＩＣＡ）等
を通じた海外派遣

年間交流参加人数 1人 0人 平成25年度は対象事業、会議等
がなかった

協働による水道
事業

お客様との協働活
動の推進（市民等と
のパートナーシップ
の推進）

局防災訓練への地元住
民等の参加呼びかけ

実施回数 年１回 年1回 大元小学校で小学生、地元住民と
防災訓練を実施

環境マネジメン
トシステムの改
善

環境マネジメントシ
ステムの運用
（ISO14001※による
環境負荷低減の継
続的な取組）

独自EMSの運用 目標設定の見直し 目標設定の
見直し

目標設定の
見直し

計画通り実施できている

水の有効利用 漏水防止事業の推
進・有収率の向上

漏水防止事業 有収率
90.0％

89.6% 90.6% 目標を上回る成果が出ている

資源リサイクル
の推進

浄水発生土の有効
利用

浄水発生土の有効利用 有効利用率
100％

100% 100% 計画通り実施できている

水道施設の省エネ
ルギー化

エネルギーの使用の合理
化に関する法律に基づく
計画的事業の推進

エネルギー消費原単位
0.645kl/ 

0.665kl/ 0.676kl/ 引き続き全局あげてのエネルギー
管理、使用の合理化に取り組む

小水力発電設備の
設置（小水力発電
の検討）

小水力発電設備の設置 設備の設置 後期編期間
内で1基設
置

着手 計画通り実施できている

組織の活性化と
技術の継承

ＣＯ2削減の促
進

資源循環型
の水道シス
テムの構築

-
 
1
2
 
-
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